
津

保

川

川
浦
川

津

保

川

志

津

野

川

小

野

川

住

吉

川

藤

谷

川

轡

野

川

西

洞

川

大

洞

川

川
浦
川

廿屋川

太

市

川

納
古
川

○

国

道

4
1
8
号

主

要

地

方

道

関

金

山

線

県

道

 
神

野

美

濃

線

県

道

大

平

賀

富

加

停

車

場

線

長

良

川

鉄

道

 
越

美

南

線

県

道

富

加

坂

祝

線

東

海

環

状

自

動

車

道

主

要

地

方

道

美

濃

加

茂

和

良

線

県

道

山

之

上

古

井

線

主

要

地

方

道

美

濃

川

辺

線

主

要

地

方

道

富

加

七

宗

線

富加 町役場

富加 駅

S = 1:15,000

木曽川水系川浦川洪水浸水想定区域図

（計画規模）

１　説明文

（１）この 図は 、木曽川水系川浦川の 岐阜県管理区間に ついて、水防法の 規

　　　定に 基づ き計画降雨に よ り浸水が 想定される 区域、浸水した場合に 想

　　　定される 水深を表示した図面で す。

（２）この 洪水浸水想定区域図は 、公表時点の 川浦川の 河道の 整備状況を勘

　　　案して、洪水防御に 関する 計画の 基本と な る 年超過確率1/20（毎年、

　　　1年間に その 規模を超える 洪水が 発生する 確率が 1/20（5％））の 降雨

　　　に 伴う洪水に よ り川浦川が 氾濫した場合の 浸水の 状況をシミュレー

　　　ションに よ り予測したも の で す。

（３）な お、この シミュレーションの 実施に あたっては 、支川の （決壊に よ

　　　る ）氾濫、シミュレーションの 前提と な る 降雨を超える 規模の 降雨に

　　　よ る 氾濫、高潮及び 内水に よ る 氾濫等を考慮していま せんの で 、この

　　　浸水が 想定される 区域以外の 区域に おいても 浸水が 発生する 場合や、

　　　想定される 水深が 実際の 浸水深と 異な る 場合が ありま す。

２　基本事項等

（１）作成主 体　岐阜県可茂土木事務所

（２）公表年月日　平成30年6月22日

（３）対象と な る 河川

　　　・木曽川水系川浦川（実施区間）

　　　　　美濃加 茂市三和町川浦地先から津保川合流点ま で

（４）算出の 前提と な る 降雨

　　　川浦川流域に ピーク時の 1時間に 60.7mmの 降雨が ある 場合

（５）関係市町村　美濃加 茂市、富加 町

（６）その 他計算条件等

　　　①この 図は 、木曽川水系川浦川の 岐阜県管理区間で 破堤等した場合の

　　　　洪水浸水想定区域図等を図示していま す。

　　　②この 図は 、木曽川水系川浦川の 津保川合流点よ り美濃加 茂市三和町

　　　　川浦地先に おいて、一定の 条件で 破堤等させたと きの 氾濫解析計算

　　　　結果を基に 作成したも の で す。

　　　③氾濫計算は 、対象区間をおよ そ25m間隔の 格子（計算メッシュと い

　　　　う）に 分割して、これを1単位と して水深を計算している ため 、微

　　　　地形に よ る 影響が 反映で きな い場合が ありま す。

　　　④洪水浸水想定区域は 、氾濫計算結果から計算メッシュ毎の 想定浸水

　　　　位を算出し、隣接する 計算メッシュと の 連続性や連続盛土構造物

　　　　（道路や鉄道の 盛土な ど ）等を考慮して図化していま す。
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注）この 図面は 岐阜県共有空間データを使用していま す。
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１　説明文

（１）この 図は 、木曽川水系川浦川の 岐阜県管理区間に ついて、計画規模の

　　　降雨に よ り想定される 区域、浸水した場合に 想定される 水深を表示し

　　　た図面で す。

（２）この 洪水浸水想定区域図は 、公表時点の 川浦川の 河道の 整備状況を勘

　　　案して、洪水防御に 関する 計画の 基本と な る 年超過確率1/20（毎年、

　　　1年間に その 規模を超える 洪水が 発生する 確率が 1/20（5％））の 降雨

　　　に 伴う洪水に よ り川浦川が 氾濫した場合の 浸水の 状況をシミュレー

　　　ションに よ り予測したも の で す。

（３）な お、この シミュレーションの 実施に あたっては 、支川の （決壊に よ

　　　る ）氾濫、シミュレーションの 前提と な る 降雨を超える 規模の 降雨に

　　　よ る 氾濫、高潮及び 内水に よ る 氾濫等を考慮していま せんの で 、この

　　　浸水が 想定される 区域以外の 区域に おいても 浸水が 発生する 場合や、

　　　想定される 水深が 実際の 浸水深と 異な る 場合が ありま す。

２　基本事項等

（１）作成主 体　岐阜県可茂土木事務所

（２）公表年月日　平成30年6月22日

（３）対象と な る 河川

　　　・木曽川水系川浦川

　　　　実施区間：美濃加 茂市三和町川浦地先から津保川合流点ま で

（４）公表の 前提と な る 降雨

　　　　川浦川流域に ピーク時の 1時間に 60.7mmの 降雨が ある 場合

（５）関係市町村　美濃加 茂市、富加 町

（６）その 他計算条件等

　　　①この 図は 、（3）に 記載した川浦川の 区間で 年超過確率1/20（毎

　　　　年、1年間に その 規模を超える 洪水が 発生する 確率が 1/20（5％））

　　　　の 降雨に 伴う洪水が 生じた場合の 洪水浸水想定区域図等を図示して

　　　　いま す。この ため 、この 区間外や他の 河川が 氾濫した場合の 浸水状

　　　　況は 図示していま せん。

　　　②この 図は 、川浦川の 津保川合流点よ り上流に おいて、一定の 条件で

　　　　破堤させたと きの 氾濫解析計算結果を基に 作成したも の で す。

　　　③氾濫計算は 、対象区間をおよ そ25m間隔の 格子（計算メッシュと い

　　　　う）に 分割して、これを1単位と して水深を計算している ため 、微

　　　　地形に よ る 影響が 反映で きな い場合が ありま す。

　　　④洪水浸水想定区域は 、氾濫計算結果から計算メッシュ毎の 想定浸水

　　　　位を算出し、隣接する 計算メッシュと の 連続性や連続盛土構造物

　　　　（道路や鉄道の 盛土な ど ）等を考慮して図化していま す。


